
記
紀
歌
謡
に
歌
わ
れ
た
も
の
（
二
）

⊥
植
物
を
中
心
に
一
（
中
）

岡

田

喜
 
久
 
男

 
前
稿
で
、
記
紀
歌
謡
の
中
に
歌
わ
れ
た
植
物
と
植
物
関
係
の
語
句
を
全
て
挙

げ
、
そ
の
記
紀
歌
謡
及
び
古
代
文
学
に
お
け
る
意
味
を
考
察
し
始
め
た
。
本
稿

も
そ
れ
を
画
け
て
、
一
つ
一
つ
の
植
物
関
係
語
彙
の
実
体
を
文
学
的
に
考
え
て

み
た
い
。

、
（
尚
算
用
数
は
『
古
事
記
』
の
、
漢
数
字
は
『
日
本
書
紀
』
の
歌
謡
番
号
で
、

い
ず
れ
も
『
古
代
歌
謡
集
』
日
本
古
典
文
学
大
系
の
歌
謡
番
号
に
拠
っ
た
。
）

 
 
か
 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈲
 
白
梼
3
1
（
久
麻
加
志
賀
買
春
）
4
8
（
加
志
能
下
龍
）
9
1
（
波
毘
呂
久
麻
加

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
斯
）
9
2
（
伊
都
加
斯
毒
薬
登
 
予
期
賀
母
登
 
加
志
波
良
衰
登
記
）
三
九
伽

 
 

 
辞
能
輔
現
）

 
以
上
、
六
首
中
に
七
例
の
倉
皇
が
謡
わ
れ
て
い
て
、
全
植
物
中
頭
も
多
く
登

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
ま
か
 
し
 
 
 
は
び
ろ
く
ま
か
 
し
 
 
い
っ
か
 
し

回
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
歌
わ
れ
方
も
、
熊
白
梼
、
葉
広
熊
白
金
、
厳
白
梼
、

し
ら
か
し

白
橿
と
多
様
で
あ
る
。
「
熊
」
は
「
八
尋
熊
鰐
」
（
『
日
本
書
紀
』
）
「
書
店
万
波
自
加

弥
」
（
『
新
撰
字
鏡
』
）
「
塩
押
久
万
太
加
」
（
『
和
名
抄
』
）
な
ど
の
例
か
ら
み
て
、

動
植
物
の
大
き
い
事
、
強
い
事
を
意
味
す
る
接
頭
語
で
あ
る
が
、
「
葉
広
」
「
厳
」

も
同
様
の
称
辞
で
あ
る
。
白
身
は
木
質
が
堅
く
（
そ
の
名
も
、
カ
タ
シ
、
カ
タ

ギ
か
ら
来
た
と
言
わ
れ
、
和
字
「
樫
」
も
こ
こ
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
）

直
立
し
、
建
築
用
、
祭
祀
用
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
人
皇
第
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
し
は
ら

代
の
神
武
天
皇
は
、
「
観
れ
ば
、
．
夫
の
畝
傍
山
の
東
南
の
橿
原
の
地
は
、
蓋
し

 
 
も
な
か
の
く
し
ら
 
 
 
み
や
ニ
つ
く
る

国
の
懊
区
か
。
治
る
べ
し
。
」
（
『
日
本
書
紀
』
神
武
即
位
書
紀
）
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
、
橿
原
宮
を
作
り
、
即
位
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
は
ま
さ
し
く

白
首
の
生
で
あ
っ
た
。
又
近
く
に
甘
橿
丘
（
地
名
の
由
来
と
し
て
は
ア
マ
ガ
セ

〔
曲
瀬
〕
説
が
一
般
的
）
も
あ
り
、
飛
鳥
の
地
に
白
亜
が
自
生
し
、
人
々
の
生

活
に
根
付
い
て
い
た
こ
と
が
、
発
掘
の
成
果
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
・

 
3
1
の
歌
は
、
体
が
弱
り
望
郷
の
念
を
興
し
た
倭
建
命
が
能
嬉
野
（
鈴
鹿
市
近

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
 
ず

郊
）
で
歌
っ
た
も
の
で
、
生
命
力
に
盗
れ
た
白
梼
を
讐
花
λ
頭
髪
や
冠
に
挿
す

飾
り
）
と
し
て
頭
に
付
け
、
感
染
呪
術
を
行
な
い
人
生
を
謳
歌
せ
よ
、
と
い
う

意
味
で
あ
ろ
う
。
植
物
を
身
に
付
け
る
例
と
し
て
は
『
出
雲
風
土
記
』
（
大
原

郡
佐
世
説
）
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
 
ざ
 

 
 
古
老
の
伝
へ
て
い
へ
ら
く
、
須
佐
能
衰
命
、
佐
世
の
木
の
葉
を
頭
刺
し
て
、

 
 
を
 
ど

 
 
踊
躍
ら
し
し
時
、
刺
せ
る
佐
世
の
木
の
葉
、
地
に
堕
ち
き
。
故
佐
世
と
い

 
 
ふ
。

と
あ
っ
た
り
、
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
所
載
「
六
月
十
六
日
御
撰
祭
桜
宮
大

和
舞
歌
」
に

（1）

記
紀
歌
謡
に
歌
わ
れ
た
も
の
（
二
）
 
1
植
物
を
中
心
に
一
（
中
）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
う
つ
よ
 
 
 
 
 
 
 
か
な

 
．
宮
人
の
 
挿
せ
る
榊
を
 
我
挿
し
て
 
萬
代
ま
で
に
奏
で
遊
ば
む
「

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
植
物
の
端
々
し
い
生
命
力
を
得
た
い
と
願

う
も
の
で
、
人
間
の
命
の
は
か
な
さ
に
対
す
る
嘆
き
が
感
じ
ら
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
 
 
 

 
4
8
の
歌
の
「
白
梼
の
生
」
と
い
う
例
は
、
「
粟
生
」
（
1
1
）
「
茅
生
」
（
万
・
三

 
 
 
 
を
 
 
 

〇
五
七
）
「
麻
生
」
（
万
・
三
〇
四
九
）
な
ど
が
示
す
よ
う
に
、
生
ひ
繁
っ
て
い

る
所
の
意
で
あ
り
、
場
所
は
現
在
の
奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
樫
尾
の
地
だ
と
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
く
 
ず

れ
て
い
る
。
吉
野
の
国
主
が
、
「
口
鼓
を
撃
ち
、
伎
を
為
し
て
」
歌
っ
た
も
の
で
、

『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
土
橋
寛
が
、
「
白
丁
の
生
に
 
横
臼
を
作
り
」
に

つ
い
て
、

 
 
 
そ
の
横
臼
で
酒
を
醸
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
句
は
樫
の
木
で
臼
を
作
る

 
 
意
で
、
樫
の
材
質
が
醸
酒
に
よ
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
も

 
 
し
れ
な
い
。

と
言
う
よ
う
に
、
樫
を
特
に
選
ん
だ
理
由
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

 
9
2
の
歌
に
は
、
三
回
も
白
襟
（
人
名
も
十
善
で
あ
り
、
『
古
事
記
伝
』
の
「
厳

白
墨
に
讐
へ
て
、
其
が
如
く
な
る
媛
女
と
云
意
」
に
拠
る
）
が
登
場
す
る
が
、

独
立
し
た
歌
謡
と
見
た
場
合
「
白
梼
原
嬢
子
」
は
巫
女
を
、
「
厳
白
星
」
は
神

域
の
神
木
を
意
味
す
る
の
で
は
、
と
す
る
土
橋
氏
の
説
（
前
掲
書
）
が
良
い
と

思
う
。

 
然
し
『
古
事
記
』
本
文
の
通
り
、
老
女
引
田
部
赤
猪
子
を
白
梼
原
嬢
子
と
呼

ん
だ
、
と
し
て
も
「
造
畢
梼
」
か
ら
「
忌
々
し
」
を
導
き
出
す
こ
と
が
出
来
る

の
は
、
白
煮
の
霊
宝
を
考
え
る
他
は
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 

⑩
 
香
韮
1
1
（
賀
美
良
比
登
母
登
）
十
三
（
介
禰
羅
砒
苔
翠
苔
）

 
1
1
の
歌
は
（
十
三
も
同
様
）
、
神
武
記
歌
謡
の
中
で
も
、
大
和
平
定
物
語
に

挿
入
さ
れ
た
六
首
の
久
米
歌
の
一
首
で
あ
る
が
、
久
米
氏
が
頓
田
兵
的
戦
闘
集

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ぎ
わ
な
 
 
た
ち
そ
 
ば
 
 
い
ち
さ
か
き
 
 
あ
は
ふ

団
で
あ
っ
た
か
ら
、
六
首
に
は
、
鴫
羅
、
立
楓
稜
、
 
袷
、
粟
生
他
、
食
用

の
動
植
物
が
数
多
く
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
香
韮
は
『
延
喜
式
』
内
膳
の
「
供

奉
雑
菜
」
に
「
耳
擦
把
」
と
あ
っ
た
り
、
『
和
名
抄
』
に
、

 
 
本
草
云
 
韮
古
美
良
味
辛
酸
温
無
レ
毒
者
也
。
千
言
錫
食
経
云
 
会
食
レ
之

 
 
除
病
、

と
あ
る
な
ど
食
用
、
薬
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
が
分
る
。

 
た
だ
し
、
歌
の
世
界
で
は
『
万
葉
集
』
東
歌
に

 
 
 
 
 
 
 
 
く
く
み
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み

糊
 
伎
波
都
久
の
岡
の
茎
韮
わ
れ
摘
め
ど
篭
に
も
満
た
な
ふ
背
な
と
摘
ま
さ
ね

の
一
首
が
見
出
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
1
1
の
歌
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
と
も
と

 
 
み
つ
み
つ
し
 
久
米
の
子
ら
が
 
粟
生
に
は
 
香
韮
一
本
 
其
ね
が
本
、

 
 
其
根
芽
つ
な
ぎ
て
 
撃
ち
て
し
止
ま
む

と
あ
っ
て
、
神
武
天
皇
軍
に
激
し
く
抵
抗
し
、
皇
兄
五
瀬
命
を
死
に
至
ら
し
め

 
 
と
 
み
 
び
 
こ
 
 
な
が
す
ね
ひ
こ

た
、
登
美
毘
古
（
長
髄
彦
）
を
撃
つ
決
意
が
歌
わ
れ
て
い
る
が
、
根
こ
そ
ぎ
征

伐
す
る
様
子
を
「
韮
の
根
と
芽
を
一
緒
に
引
き
抜
ぐ
よ
う
に
」
と
比
喩
す
る
の

は
戦
闘
の
重
大
性
と
比
較
す
る
時
、
笑
い
に
連
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吻
 
葛
百
二
八
（
麻
馬
面
播
羅
）

 
葛
は
、
今
日
で
も
根
か
ら
葛
粉
を
取
り
食
用
に
す
る
が
、
古
代
で
は
そ
の
他

葛
布
を
作
っ
て
着
て
い
た
こ
と
が
、
『
万
葉
集
』
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
 
く
 
ず
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ぬ

脇
 
女
郎
花
生
ふ
る
沢
辺
の
真
田
葛
原
何
時
か
も
遡
り
て
わ
が
衣
に
浸
む

な
ど
に
よ
っ
て
分
る
。
（
百
二
八
）
の
歌
は
『
日
本
書
紀
』
天
智
紀
に
あ
る
、

書
紀
歌
謡
最
後
の
歌
で
、
童
謡
三
首
の
「
其
の
三
」
に
あ
た
る
歌
で
あ
る
、

 
 
あ
か
ユ
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
ば
か
し
 
 
 
ま
く
ず
は
ら
 
 
 
 
 
つ
て
ニ
と
 
 
た
だ
 
 
 
 
え

 
 
赤
駒
の
 
い
行
き
握
る
 
真
葛
原
 
何
の
伝
言
 
直
に
し
良
け
む
其
の
三

と
、
葛
の
生
え
茂
る
野
原
は
馬
が
行
き
悩
む
、
そ
の
よ
う
に
他
人
に
揮
っ
て
第

（2）



三
者
に
伝
言
し
て
も
ら
う
の
は
何
故
か
と
続
け
て
い
る
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
は

『
記
紀
歌
謡
評
釈
』
山
路
平
四
郎
が
『
万
葉
集
』
糊
歌
と
童
歌
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
後
で

 
 
恋
の
謡
物
で
当
の
本
人
は
来
ず
、
使
ば
か
り
よ
こ
し
て
、
足
の
遠
く
な
つ

 
 
た
夫
を
、
通
い
棲
む
道
に
、
馬
の
と
お
れ
ぬ
真
葛
原
が
あ
る
わ
け
で
も
あ

 
 
る
ま
い
し
、
と
に
か
く
御
自
分
で
来
て
お
話
な
さ
い
と
、
妻
が
な
じ
っ
た

 
 
歌
で
あ
ろ
う
。

と
説
く
の
が
当
を
得
て
い
る
と
思
う
。

 
葛
は
生
命
力
が
強
く
、
ど
こ
で
も
ど
こ
ま
で
も
延
い
伸
び
る
と
こ
ろ
が
、
古

代
人
の
心
に
止
っ
た
と
見
え
て
、
『
万
葉
集
』
で
葛
を
詠
み
込
ん
だ
十
八
首
の
中
、

「
延
ふ
葛
の
」
が
五
首
、
「
真
葛
は
ふ
」
が
三
首
に
見
出
せ
る
。
書
紀
の
歌
謡
も

こ
の
葛
の
強
靱
な
蔓
性
の
茎
に
注
目
し
て
の
歌
詞
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

03
@
桑
五
六
（
遍
羅
遇
破
能
紀
 
干
羅
愚
息
能
紀
）

 
今
日
で
も
桑
は
養
蚕
の
為
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
植
物
で
あ
る
が
、
貴

重
な
絹
を
得
る
為
の
も
の
と
し
て
、
古
代
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
「
雄
略
紀
」

六
年
三
月
の
条
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
つ
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
か
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も
ほ

 
 
天
皇
、
后
妃
を
し
て
親
ら
桑
こ
か
し
め
て
、
額
の
事
を
勧
め
む
と
欲
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
桑
の
葉
は
養
蚕
に
、
実
は
食
用
に
、
幹
は
器
具
の
用
材
と
し

て
重
宝
が
ら
れ
た
。
五
六
の
歌
は
、
嫉
妬
の
為
に
仁
徳
天
皇
を
避
け
て
い
る
皇

后
（
磐
之
媛
）
を
迎
え
に
行
く
仁
徳
天
皇
の
船
の
前
を
、
桑
の
木
が
流
れ
た
時

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
ら
ぐ
は

の
作
で
あ
る
。
そ
の
歌
詞
に
「
磐
之
媛
が
 
お
ほ
ろ
か
に
 
聞
さ
ぬ
 
末
紫
の

木
」
と
あ
る
の
は
、
「
雄
略
紀
」
と
同
様
、
中
国
の
農
業
関
係
の
祭
祀
に
皇
妃

が
関
与
し
た
こ
と
を
我
国
に
移
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
（
『
漢
書
』
元
后
伝

他
）
、
桑
の
木
を
、
大
事
に
し
た
（
お
ほ
ろ
か
に
 
聞
さ
ぬ
）
こ
と
は
明
か
で

記
紀
歌
謡
に
歌
わ
れ
た
も
の
（
二
）
 
1
植
物
を
中
心
に
一
（
中
）

あ
る
。
『
古
事
記
』
の
「
仁
徳
記
」
で
は
、
仁
徳
天
皇
に
大
后
を
訪
れ
さ
せ
る

為
に
「
三
色
に
変
る
奇
し
き
虫
」
即
ち
蚕
を
利
用
す
る
話
が
あ
っ
て
、
仁
徳
天

皇
と
養
蚕
の
関
係
が
深
い
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

⑳
 
栗
4
2
4
3
（
美
都
具
理
能
）
9
3
（
和
加
久
流
量
早
良
）
三
五
（
禰
菟
遇
利
能
）

 
栗
が
古
代
人
の
、
就
中
子
供
の
好
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
万
葉
集
』
巻
五

山
上
憶
良
の
「
子
等
を
思
ふ
歌
」

 
 
 
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ぬ

躍
 
瓜
食
め
ば
 
子
ど
も
思
ほ
ゆ
 
栗
食
め
ば
'
ま
し
て
偲
は
ゆ
 
い
つ
く
よ

 
 
 
き
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
す
い

 
り
 
来
り
し
も
の
ぞ
 
ま
な
か
ひ
に
 
も
と
な
か
か
り
て
 
安
悪
し
寝
さ
ぬ

で
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
然
し
、
『
万
葉
集
』
四
千
五
百
余
首
の
中
で
、

栗
は
右
の
憶
良
の
他
二
首
に
、
し
か
も
「
三
栗
の
 
中
に
」
圃
「
三
栗
の
 
中

ゆ
」
㈱
と
し
か
歌
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
記
紀
歌
謡
二
百
四
＋
首
の
中
の
四
首
に
栗
が
歌
わ
れ
て
い
幻

る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
三
首
は
「
三
栗
の
」
の
枕
詞
で
、
「
中
」
に
か
か
 
 
一

る
用
例
で
あ
る
し
、
9
3
歌
は
、

 
 
ひ
け
た
 
 
 
 
わ
か
く
る
す
ば
ら

 
 
引
田
の
若
栗
栖
原
若
く
へ
に
率
寝
て
ま
し
も
の
老
い
に
け
る
か
も

と
、
若
木
の
栗
の
生
え
て
い
る
林
か
ら
「
若
い
時
」
へ
と
続
い
て
い
る
。
古
代

か
ら
諸
々
に
栗
林
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
地
名
と
し
て
『
和
名
抄
』
だ
け
で
も

 
 
山
城
国
久
世
郡
に
「
殖
栗
、
栗
隈
一
匹
 
羽
栗
」
。

 
 
陸
奥
国
に
「
栗
原
怪
船
」
。
越
後
国
頚
城
郡
に
「
栗
原
泌
鯉
。
」
播
磨
国
揖

 
 
保
郡
に
「
栗
栖
疋
田
」

な
ど
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。
平
安
朝
に
お
け
る
「
栗
」
は

「
蘇
甘
栗
の
御
使
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
縁
起
の
よ
い
物
と
な
り
、
中
世
の

か
ち
ぐ
り

掲
栗
な
ど
に
連
な
る
の
で
あ
る
が
、
古
代
で
は
、
栗
は
第
一
に
食
用
、
第
二
に

幹
や
枝
は
建
築
用
器
具
材
、
第
三
に
樹
皮
が
染
料
と
な
っ
た
。
記
紀
歌
謡
に
用



例
が
多
い
の
も
当
然
で
あ
る
。

 
 
ニ
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈲
 
薦
8
0
（
加
里
許
豊
能
）

 
薦
を
刈
る
こ
と
は
、
『
播
磨
風
土
記
』
（
「
営
倉
郡
」
）
に

 
 
昔
此
期
生
レ
蒋
、
干
時
賀
毛
郡
長
畝
村
村
人
到
来
苅
レ
蒋
 
当
時
 
此
庭

 
 
石
作
並
等
 
爲
レ
奪
舌
車
…

と
あ
る
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
が
体
験
し
た
仕
事
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、

薦
が
、
そ
の
若
芽
と
実
が
食
用
に
、
茎
や
葉
は
編
ん
で
薦
を
作
る
材
料
と
な
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
『
万
葉
集
』
で
は
二
十
二
首
の
中
に
薦
が
詠
ま
れ
て

い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
は

 
8
0
の
歌
は
、
木
梨
軽
太
子
が
同
母
妹
に
好
け
て
、
そ
の
決
意
を
歌
っ
た
も
の

で
 
 
う
る
は

 
 
愛
し
と
 
さ
澄
し
さ
寝
て
ば
 
刈
薦
の
 
乱
れ
ば
乱
れ
 
さ
碧
し
さ
寝

 
 
て
ば

と
あ
っ
て
、
刈
っ
た
薦
が
乱
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、
男
女
の
仲
が
乱
れ
る
（
離

れ
離
れ
に
な
る
等
）
こ
と
へ
と
転
換
さ
せ
て
い
る
。
植
物
の
乱
れ
る
こ
と
か
ら

人
事
へ
転
ず
る
例
は
『
万
葉
集
』
に

 
 
 
 
 
 
み
ぐ
ま
 
 
す
げ

尉
 
み
吉
野
の
水
盛
が
菅
を
編
ま
な
く
に
刈
り
の
み
刈
り
て
乱
り
て
む
と
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
だ
れ

錨
 
草
枕
旅
に
し
居
れ
ば
刈
薦
の
擾
て
妹
に
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し

な
ど
「
麻
」
や
「
青
柳
」
に
よ
く
見
ら
れ
る
定
型
的
表
現
と
言
え
よ
う
。
然
し
、

軽
太
子
の
「
乱
れ
」
は
、
皇
位
継
承
権
の
喪
失
を
覚
悟
し
て
の
言
葉
で
あ
る
だ

け
に
！
事
実
『
古
事
記
』
本
文
は
、
こ
の
後
「
是
を
以
ち
て
百
の
官
亭
亭
の
下

 
 
 
 
 
 
 
 
そ
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

の
人
等
、
軽
太
子
に
背
き
て
穴
穂
御
子
に
帰
り
き
」
と
続
く
一
日
常
生
活
で
の

体
験
に
よ
る
「
刈
り
薦
の
乱
れ
」
が
天
下
の
一
大
事
へ
と
連
な
る
面
白
さ
が
白

，
眉
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑯
 
桜
六
七
（
佐
匪
羅
能
梅
浬
）

 
桜
は
、
平
安
朝
以
降
、
花
と
言
え
ば
桜
を
意
味
す
る
と
言
わ
れ
る
位
、
日
本

を
代
表
す
る
花
木
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
記
紀
歌
謡
で
は
六
七
の
歌
一
首
で

あ
る
。
『
万
葉
集
』
に
は
四
十
首
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
記
紀
歌
謡

の
一
首
は
不
思
議
な
少
な
さ
で
あ
る
。
事
実
『
古
事
記
』
全
体
で
は
桜
の
字
を

含
む
人
名
が
六
例
「
桜
井
臣
」
他
が
あ
る
が
、
実
際
の
花
木
と
し
て
の
桜
は
一

例
も
な
い
。
『
日
本
書
紀
』
に
は
三
十
三
の
「
桜
」
の
字
が
出
て
い
る
が
殆
ん
ど
、

人
名
や
宮
、
屯
倉
、
寺
の
名
前
で
あ
っ
て
、
実
際
の
桜
の
木
や
花
と
思
わ
れ
る

も
の
は
、
履
中
天
皇
の
皇
居
、
「
磐
余
稚
桜
宮
」
の
宮
の
名
の
起
源
説
話
に
あ

 
 
 
 
 
 
 
た
て
ま
つ
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ
み
さ
か
づ
き
 
 
お
ち
い

る
「
膳
臣
余
磯
酒
起
る
。
時
に
桜
の
花
、
御
蓋
に
早
れ
り
。
」
と
あ
る

の
と
、
六
七
の
歌
の
前
文
の
僅
か
に
計
二
例
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
宮
の
名
の
起

源
説
話
も
実
景
と
し
て
は
危
い
の
で
、
記
紀
と
も
に
桜
が
鑑
賞
や
感
動
の
対
称

と
さ
れ
て
い
な
い
憾
が
あ
る
。

 
こ
の
六
七
の
歌
は
、
允
恭
天
皇
が
、
衣
通
郎
姫
と
一
夜
を
過
ご
し
、
そ
の
感

激
を
歌
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 
 
あ
く
る
あ
し
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
と
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
そ
な
は

 
 
明
旦
に
、
天
皇
、
井
の
傍
の
桜
の
華
を
塾
し
て
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
め

 
 
花
ぐ
は
し
 
桜
の
愛
で
 
こ
と
愛
で
ば
 
早
く
は
愛
で
ず
 
わ
が
愛
ず
る

 
 
子
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
た

 
皇
后
聞
こ
し
め
し
て
、
且
大
き
に
恨
み
た
ま
ふ
。

 
後
朝
の
感
動
を
歌
っ
た
も
の
と
し
て
も
、
「
同
じ
愛
す
る
な
ら
、
も
っ
と
早

く
か
ら
愛
す
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
」
と
、
甚
だ
率
直
か
つ
適
切
で
あ
る
が
、

「
花
の
美
し
い
桜
、
そ
の
桜
を
賞
美
す
る
に
つ
け
て
も
、
何
で
蕾
の
う
ち
か
ら

賞
美
し
な
か
っ
た
の
か
と
悔
ま
れ
る
こ
と
よ
、
桜
な
ら
ぬ
衣
通
郎
姫
を
」
と
歌

う
と
こ
ろ
は
、
律
動
的
で
美
し
い
。
も
し
こ
の
一
首
が
な
か
っ
た
ら
、
と
思
わ

（4）



せ
る
作
で
あ
る
が
、
女
性
の
美
し
さ
を
桜
の
花
の
盛
り
に
喩
え
て
い
る
と
こ
ろ

が
、
直
接
桜
を
讃
え
た
も
の
で
は
無
い
に
し
て
も
、
桜
の
美
し
さ
を
充
分
伝
え

て
く
れ
る
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
は
珍
し
い
歌
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈲
 
笹
7
9
（
佐
佐
重
量
）

 
笹
は
『
万
葉
集
』
に
「
小
竹
」
鵬
と
あ
る
よ
う
に
、
小
さ
な
竹
の
総
称
で
、

語
源
と
し
て
『
大
言
海
』
は

 
 
サ
 
サ
タ
ケ

 
 
細
小
竹
の
下
略
、
或
ハ
云
フ
、
葉
ノ
風
二
吹
カ
レ
テ
相
触
ル
ル
音
ヲ
名
ト
シ
、

 
 
竹
ノ
異
名
ト
シ
タ
ル
ナ
リ
ト

と
二
説
を
挙
げ
て
い
る
が
、
前
者
の
説
に
心
良
か
れ
る
も
の
の
、
後
者
も
充
分

考
慮
に
値
す
る
。
と
言
う
の
は
、
神
楽
の
難
詞
に
「
佐
佐
」
が
使
わ
れ
、
『
万

葉
集
』
の
歌
に
も

轍
 
佐
左
が
葉
の
さ
や
ぐ
霜
夜
に
…

鵬
 
小
竹
の
葉
は
み
山
も
さ
や
に
さ
や
げ
ど
も
…

な
ど
音
に
関
し
て
「
笹
」
が
歌
わ
れ
て
い
る
例
が
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
『
増
訂
萬
葉
集
植
物
新
考
』
松
田
修
（
以
下
『
植
物
新
考
』
と
略

記
す
る
）
が
指
摘
し
て
い
る
点
、
即
ち
『
万
葉
集
』
の
「
さ
さ
」
の
歌
五
首
㈱

三
鼎
羅
蝦
を
挙
げ
て
、

 
 
 
以
上
の
歌
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
、
み
な
霜
の
降
る
夜
の
サ
サ
の
葉
や

 
 
は
だ
れ
降
り
覆
ふ
サ
サ
の
葉
が
よ
ま
れ
て
、
寒
夜
の
恋
の
思
い
を
そ
れ
に

 
 
表
象
し
て
い
る
。

と
言
う
の
で
あ
る
が
、
7
9
の
歌
も
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌

は
、
先
に
挙
げ
た
8
0
の
歌
と
同
じ
く
「
木
梨
軽
太
子
と
軽
大
郎
女
の
物
語
」
の

一
首
で
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
ち
ヨ
 
 
 
 
 
 
か

 
 
笹
葉
に
打
つ
や
霰
の
 
た
し
だ
し
に
率
寝
て
む
後
は
人
は
離
ゆ
と

記
紀
歌
謡
に
歌
わ
れ
た
も
の
（
二
）
 
⊥
植
物
を
中
心
に
一
（
中
）

もと
、
霰
が
笹
に
降
り
し
き
り
、
タ
シ
ダ
シ
と
音
が
響
く
こ
と
か
ら
「
確
か
に
し
っ

か
り
と
」
共
寝
し
た
後
は
云
々
と
展
開
し
て
い
る
。
霰
の
降
っ
て
く
る
音
は
、

今
日
で
も
、
そ
れ
と
分
る
程
激
し
く
唐
突
で
あ
る
が
、
古
代
で
も
『
万
葉
集
』

の
「
あ
ら
れ
ふ
り
」
が
、
カ
シ
マ
シ
か
ら
鹿
島
に
か
か
る
枕
詞
で
あ
る
こ
と
か

ら
分
る
よ
う
に
、
霰
の
音
は
注
目
さ
れ
て
い
た
。
笹
と
霰
の
取
り
合
せ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 
め
 
の

『
播
磨
風
土
記
』
賀
毛
郡
小
目
野
の
条
に
あ
る
歌

 
 
う
つ
 
 
 
 
 
 
 
を
め
 
 
 
 
さ
 
さ
 
ば

 
 
愛
く
し
き
 
小
目
の
小
竹
葉
に
 
霰
ふ
り
 
霜
ふ
る
と
も

 
 
な
枯
れ
そ
ね
 
小
目
の
小
竹
葉

と
あ
る
し
、
「
小
竹
葉
」
は
、
『
古
事
記
』
天
岩
屋
戸
の
場
面
で
、
天
照
大
御
神

 
こ
も

の
隠
っ
て
い
た
岩
屋
の
前
で
踊
っ
た
天
宇
受
売
命
が
手
に
持
っ
た
の
が
「
天
の

か
ぐ
や
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
り
も
の
 
 
 
 
 
さ
さ

香
山
の
小
竹
葉
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
神
楽
歌
」
の
「
採
物
」
の
「
篠
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
め

 
 
こ
の
篠
は
 
い
っ
こ
の
篠
ぞ
 
天
に
坐
す
豊
岡
姫
の
 
宮
の
御
影
ぞ

に
受
け
継
が
れ
、
後
世
の
神
事
で
も
笹
が
よ
く
使
用
さ
れ
る
。

 
 
さ
し
ぶ
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 

⑯
 
烏
草
樹
5
7
（
佐
老
夫
衰
 
佐
斯
夫
軍
紀
）

 
鳥
草
樹
は
『
和
名
抄
』
に
「
揚
子
漢
語
抄
云
、
烏
草
樹
、
佐
之
夫
乃
樹
」
と

あ
り
『
古
事
記
伝
』
、
に
は
「
此
樹
契
沖
云
、
今
山
里
人
は
さ
せ
ぼ
の
木
と
云
ひ
、

ひ
さ
か
き

袷
 
に
似
て
小
さ
き
実
あ
り
。
熟
す
れ
ば
紫
の
黒
み
た
る
や
う
に
て
、
童
な
ど

は
取
り
食
ふ
と
そ
承
る
」
と
あ
る
。
『
罐
勲
熟
客
煽
焼
 
古
典
の
花
』
松
田
修
に
よ

れ
ば
、

 
さ
し
ぶ
（
烏
草
樹
）
ツ
ツ
ジ
科

 
 
 
サ
シ
ブ
は
「
和
名
抄
」
、
「
新
撰
字
鏡
」
共
に
シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ
の
名
と
し
、

 
 
サ
セ
ブ
、
サ
セ
ブ
ノ
キ
の
名
は
今
も
甑
島
に
残
っ
て
い
る
。
シ
ャ
シ
ャ
ン

 
 
ボ
は
サ
ザ
ン
ボ
す
な
わ
ち
小
小
ん
坊
の
意
味
で
、
実
が
丸
く
小
さ
い
こ
と

（5］



 
 
に
よ
る
も
の
で
、
サ
シ
ブ
も
同
じ
意
味
で
あ
る
。
漢
名
南
天
燭
、
こ
の
名

 
 
「
出
雲
風
土
記
」
に
出
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
中
部
以
西
の
低
地
の
林
に

 
 
多
い
常
緑
低
木
あ
る
い
は
高
木
で
、
初
夏
長
鐘
形
の
白
色
の
花
を
下
垂
し
、

 
 
実
は
球
形
で
食
べ
ら
れ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
実
を
食
べ
た
り
も
す
る
比
較
的
小
さ
な
木
で
あ
る
。

 
5
7
の
歌
は
、
仁
徳
天
皇
皇
后
の
「
石
之
読
売
の
嫉
妬
物
語
」
中
の
歌
で
、
天

皇
が
八
田
若
郎
女
を
寵
愛
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
山
代
川
（
今
の
木
津
川
）

を
上
り
な
が
ら
皇
后
が
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

と
、

…
川
の
辺
に
 
生
ひ
立
て
る
 
鳥
草
樹
を
 
烏
草
樹
の
木
 
其
が
下
に

 
 
だ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ま

生
ひ
立
て
る
 
葉
広
 
斎
つ
雪
椿
 
其
が
花
の
 
照
り
坐
し
 
其
が
葉
の

広
り
坐
す
は
 
大
君
う
か
も

「
烏
草
樹
を
 
烏
草
樹
の
木
」
と
い
う
呪
言
め
い
た
反
復
か
ら
主
た
る
呪

的
植
物
で
あ
る
椿
へ
と
展
開
し
て
い
る
。
そ
め
二
つ
の
景
物
の
関
係
に
つ
い
て
、

『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
土
橋
寛
は

 
 
 
そ
れ
な
ら
ば
「
川
の
辺
に
生
ひ
立
て
る
 
葉
広
真
椿
」
と
す
れ
ば
済
む

 
 
も
の
を
、
ど
う
し
て
そ
の
間
に
も
う
一
つ
「
烏
草
樹
の
木
」
を
入
れ
た
の

 
 
か
と
い
う
と
、
「
川
の
辺
」
と
「
葉
広
言
つ
真
椿
」
と
の
取
り
合
わ
せ
が

 
 
不
似
合
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
川
べ
に
多
く
見
ら
れ
、

 
 
か
つ
呪
的
な
花
を
つ
け
る
鳥
草
樹
を
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
置
い
た
の
で

 
 
あ
ろ
う
。
景
物
を
二
つ
重
ね
て
提
示
す
る
方
法
は
、
こ
う
い
う
事
情
に
よ

 
 
る
も
の
で
あ
り
、
寿
歌
的
パ
タ
ー
ン
が
守
ら
れ
さ
え
ず
れ
ば
、
烏
草
樹
の

 
 
「
下
に
」
椿
が
生
え
て
い
る
と
い
う
現
実
的
な
不
自
然
さ
な
ど
は
、
さ
し

 
 
て
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
説
い
て
い
る
。

 
 
 
し
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

09
@
小
竹
3
5
（
阿
佐
士
怒
波
良
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ひ
ろ
し
ろ
ち
ど
り
 
 
な

 
 
亡
く
な
っ
た
倭
建
命
の
魂
は
、
八
尋
白
智
鳥
と
化
っ
て
飛
ん
だ
。
后
と
御
子

等
は
そ
の
後
を
追
っ
た
。

 
 
 
 
 
し
 
の
 
 
か
り
ぐ
ひ
 
 
 
 
き
り

 
 
其
の
小
竹
の
三
代
に
足
跡
破
る
れ
ど
も
、
其
の
痛
き
を
も
忘
れ
て
、
突
か

 
 
 
し
つ
つ
追
ひ
い
で
ま
し
き
。
此
の
時
に
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く

 
 
あ
さ
じ
 
の
は
ら
 
 
ニ
し
な
つ

 
 
浅
小
竹
原
 
腰
泥
む
 
空
は
行
か
ず
 
足
よ
行
く
な

と
『
古
事
記
』
は
記
し
て
い
る
。
小
竹
の
切
株
に
傷
だ
ら
け
に
な
っ
て
、
篠
の

 
原
に
腰
を
取
ら
れ
て
泣
き
な
が
ら
追
い
か
け
る
様
子
は
、
『
古
事
記
』
の
文
学

性
と
無
関
係
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
「
し
の
」
は
『
古
事
記
』
で
は
「
小
竹
」
、

 
『
日
本
書
紀
』
「
神
功
皇
后
摂
政
元
年
二
月
巳
で
は
「
小
竹
宮
跡
黒
蜜
」
と
あ
る
℃

 
『
万
葉
集
』
で
は
「
細
竹
」
「
小
竹
」
と
あ
る
よ
う
に
、

 
 
竹
の
、
小
さ
く
細
く
む
ら
が
っ
て
生
え
る
も
の
の
総
称
。
ね
ざ
さ
の
類
を

し
 
 
主
と
し
て
い
う
か
。
（
『
時
代
別
 
国
語
大
辞
典
 
上
代
編
』
）

 
が
穏
当
な
説
で
あ
る
と
思
う
。
腰
に
ま
つ
わ
り
つ
く
小
竹
に
難
渋
す
る
体
験
は
、

古
代
人
に
と
っ
て
は
普
通
の
事
で
あ
っ
た
筈
で
、
そ
の
日
常
性
が
、
倭
建
命
の

 
御
嵩
の
歌
と
な
り
、
更
に
は
「
故
、
今
に
至
る
ま
で
其
の
歌
は
、
天
皇
の
大
御

 
葬
に
歌
ふ
な
り
。
」
と
い
う
よ
う
に
重
要
な
歌
と
な
っ
た
。

 
 
 
し
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑳
 
椎
4
2
（
志
比
比
斯
那
須
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
な
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ひ
ひ
し

 
 
4
2
の
歌
で
早
言
天
皇
は
、
乙
女
の
歯
並
（
歯
）
が
「
椎
菱
な
す
」
（
椎
の
実

 
や
菱
の
実
の
よ
う
に
白
い
）
と
歌
っ
て
い
る
。
椎
は
今
日
で
も
食
べ
て
い
る
が
、

 
『
延
喜
式
』
巻
七
践
詐
大
嘗
祭
の
大
嘗
宮
の
項
に

 
 
 
将
レ
柴
為
レ
垣
。
押
二
枠
八
重
垣
末
一
。
挿
将
椎
枝
貼
旛
簡
翻
志

 
と
あ
る
よ
う
に
、
又
「
風
土
記
」
に
も
屡
々
登
場
す
る
よ
う
に
普
通
に
見
ら
れ

 
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
枕
草
子
』
に
も
「
似
げ
な
き
も
の
、
髭
が
ち
な
る
男
の

（6］



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
や
ぬ
し
や
か
は
え
ひ
め

椎
藩
み
た
る
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
応
神
天
皇
は
、
美
女
・
宮
島
矢
河
枝
比
売

の
美
し
さ
を
、
後
姿
、
歯
、
眉
と
具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

注
目
点
が
他
に
あ
ま
り
例
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
美
女
を
表
現
す
る
こ
と
で
有

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
 
ゑ

名
な
万
葉
の
歌
人
、
高
橋
虫
麻
呂
は
、
「
周
章
の
下
名
」
の
美
し
さ
を

 
 
む
な
わ
け
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
ぎ
も
 
 
 
ニ
し
ぼ
そ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
と
め

㎜
 
胸
別
の
 
広
き
我
妹
 
腰
細
の
 
す
が
る
娘
子

と
「
豊
か
な
胸
と
細
い
腰
」
で
描
写
し
た
が
、
そ
の
近
代
的
な
美
女
表
現
に
対

し
て
、
応
神
天
皇
の
場
合

 
う
し
ろ
で
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
が

 
後
方
（
後
姿
）
を
小
楯
で
（
『
古
事
記
伝
』
の
「
い
さ
さ
か
も
屈
み
わ
ろ
び

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ひ
ら
 
 
 
な
ほ
 
 
 
み
お
く
り
ま
し

れ
た
る
こ
と
な
く
し
て
、
楯
を
立
て
た
る
如
く
 
平
か
に
直
き
を
見
送
点
て

め
 
で

賞
美
賜
へ
る
也
」
の
解
釈
が
よ
い
と
思
う
）
、
歯
を
椎
や
菱
の
実
の
白
さ
で
、

眉
を
色
の
い
い
土
で
弓
形
に
描
く
と
歌
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
身
近
な
も
の
、

小
さ
な
物
で
描
写
す
る
古
代
歌
謡
の
特
徴
が
よ
く
出
て
い
る
と
思
う
。
尚
、

 
 
 
 
 
 
 
 
い
つ
の
こ
と
わ
け
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ナ
ミ

「
椎
菱
な
す
」
を
『
稜
威
言
別
』
橘
守
部
は
本
文
を
如
椎
と
し
て
「
其
ノ
歯
並

 
 
シ
ヒ
 
 
 
ミ

は
、
椎
の
実
を
並
べ
た
る
さ
ま
に
し
て
」
と
文
字
通
り
歯
並
び
の
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
椎
は
ま
だ
し
も
、
菱
の
形
状
を
歯
に
喩
え
る
の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う

か
。
ど
ち
ら
も
実
の
白
さ
を
導
く
と
す
る
の
が
隠
当
で
あ
ろ
う
。

 
 
し
ら
か
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

⑳
 
白
橿
二
三
（
含
益
伽
之
餓
延
鳩
）

 
し
ら
か
し

 
白
橿
は
、
赤
橿
に
対
す
る
名
で
、
そ
の
材
質
が
白
い
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。

二
三
の
歌
で
は
「
白
装
が
枝
を
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
ま
か
 
し

類
歌
で
あ
る
3
1
の
歌
で
は
「
熊
白
橿
が
葉
を
」
と
あ
り
若
干
相
違
す
る
。
古
代

 
 
し
ろ
 
 
し
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ら
く
も
 
 
し
ろ
つ
ゆ

で
「
白
」
「
白
」
を
名
詞
の
上
に
付
け
て
複
合
語
を
作
る
例
は
、
白
雲
、
白
露
、

し
ろ
た
へ
 
 
し
ろ
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ろ
た
だ
む
き
 
 
 
し
ろ
た
へ
 
 
あ
は
び
し
ら
た
ま

白
妙
、
白
酒
他
多
く
、
記
紀
歌
謡
に
も
「
白
太
」
「
白
妙
」
「
鰻
白
玉
」
が

あ
っ
て
、
「
し
ろ
」
に
清
浄
、
神
聖
の
意
識
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
『
枕

草
子
』
に
「
花
の
人
な
ら
ぬ
は
」
の
段
で

記
紀
歌
謡
に
歌
わ
れ
た
も
の
（
二
）
 
一
植
物
を
中
心
に
一
（
中
）

 
 
 
白
樫
と
い
ふ
も
の
は
、
ま
い
て
深
山
木
の
な
か
に
も
い
と
け
ど
ほ
く
て
、

 
 
三
位
・
二
位
の
う
へ
の
き
ぬ
染
む
る
を
り
ば
か
り
こ
そ
、
葉
を
だ
に
人
の

 
 
見
る
め
れ
ば
、
を
か
し
き
こ
と
、
め
で
た
き
こ
と
に
と
り
い
で
つ
べ
く
も

 
 
あ
ら
ね
ど
、
い
つ
く
と
も
な
く
雪
の
ふ
り
お
き
た
る
に
見
ま
が
へ
ら
れ
、

 
 
す
さ
の
を
の
み
こ
と

 
 
素
蓋
鳴
尊
出
雲
の
国
に
お
は
し
け
る
御
こ
と
を
思
ひ
て
、
人
丸
が
よ
み

 
 
た
る
歌
な
ど
思
ふ
に
、
い
み
じ
く
あ
は
れ
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
現
物
は
平
安
貴
族
に
と
っ
て
殆
ん
ど
知
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、

染
料
と
し
て
は
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

 
 
す
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
げ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

幽
 
菅
1
9
（
須
賀
多
多
美
）
6
4
（
須
賀
汲
良
）
 
菅
6
4
6
5
（
比
事
事
登
須
宜
汲
）

 
 
 
む
 
 
む

 
6
4
（
須
宜
波
良
）

 
「
す
が
」
は
「
す
げ
」
の
交
替
形
で
あ
る
ら
し
く
、
常
に
複
合
語
の
中
で
し

か
見
出
せ
な
い
。
記
紀
歌
謡
の
中
で
も
、
1
9
菅
畳
6
4
菅
原
と
そ
の
例
に
違
は
な

い
α
 
 
 
 
 
 
 
 
“

 
菅
は
群
落
を
な
し
、
細
く
一
m
内
外
も
あ
る
の
で
、
古
来
笠
や
畳
の
材
料
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
す
 
け
 
よ
 
り
 
ひ
 
め

な
っ
た
。
1
9
の
歌
は
、
神
武
天
皇
が
伊
須
気
余
理
容
売
と
一
夜
明
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
て
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
し
け
 
 
 
 
 
を
 
や

 
 
葦
原
の
 
密
し
き
小
屋
に
 
菅
畳
 
い
や
さ
や
敷
き
て
 
我
が
二
人
恥
し

 
結
婚
の
儀
式
に
は
畳
を
必
要
と
し
た
よ
う
で
、
『
古
事
記
』
に
よ
れ
ば
火
遠

理
命
（
山
幸
彦
）
が
海
神
の
娘
・
豊
玉
毘
売
と
結
婚
し
た
時
「
美
智
の
皮
（
ア

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ぬ

シ
カ
の
皮
）
の
畳
八
重
を
敷
き
、
亦
絶
畳
八
重
を
其
の
上
に
敷
き
」
と
あ
る
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
し
り
み
ず

や
は
り
海
神
へ
の
花
嫁
と
し
て
自
ら
走
水
の
海
に
入
っ
た
倭
密
命
の
后
（
倭

建
命
に
は
天
皇
に
准
じ
た
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）
弟
橘
比
売
命
は
、
「
海

に
入
り
た
ま
は
む
と
す
る
時
に
、
極
書
八
重
、
皮
畳
八
重
、
維
畳
八
重
を
波
の

上
に
敷
き
て
、
其
の
上
に
下
り
坐
し
き
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
神
話
の
中
に
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も
菅
畳
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
1
9
の
歌
は
、
菅
畳
か
ら
、
い
や
さ
や
敷
き

て
へ
の
続
き
方
が
巧
み
で
あ
る
。
「
す
が
」
の
語
源
と
し
て
『
夏
山
雑
談
』
平

直
方
な
ど
は
「
清
浄
な
る
こ
と
を
古
語
に
す
が
と
云
。
…
菅
を
す
が
と
云
ふ
も

潔
白
な
る
故
な
り
」
と
言
う
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
古
代
に
も
「
春
夢
」
の
語

感
と
し
て
「
す
が
す
が
し
」
と
近
く
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
畳
の
清
ら

か
さ
と
そ
の
音
か
ら
「
い
や
さ
や
」
が
呼
び
興
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
八
千
竃
神

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
 
せ
 
り
 
ひ
め
の

（
大
国
主
神
）
を
引
き
止
め
よ
う
と
し
て
酒
圷
を
持
っ
て
歌
っ
た
須
勢
理
窟
警

み
こ
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
く
ぶ
す
ま

命
の
歌
謡
5
に
も
、
「
拷
袋
 
さ
や
ぐ
が
下
に
」
と
、
夜
旦
ハ
が
サ
ヤ
サ
ヤ
と

鳴
る
様
子
が
官
能
的
に
歌
わ
れ
て
い
る
。
6
4
の
歌
は
、
仁
徳
天
皇
が
、
大
后
石

之
日
売
の
嫉
妬
に
よ
り
別
れ
さ
せ
ら
れ
た
八
田
若
郎
女
を
恋
い
し
く
思
っ
て
の

歌
で
、

 
 
 
 
 
 
ひ
と
も
と
す
げ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
が
は
ら

 
 
八
田
の
 
一
本
菅
は
 
子
持
た
ず
 
立
ち
か
荒
れ
な
む
 
あ
た
ら
菅
原

 
 
こ
と
 
 
 
 
 
 
 
 
す
げ
は
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
が
 
 
 
め

 
 
言
を
こ
そ
 
菅
原
と
い
は
め
 
あ
た
ら
清
し
女

65

ﾌ
歌
は
、
そ
れ
に
答
え
た
八
田
若
郎
女
の
歌
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
こ

 
 
八
田
の
 
一
本
菅
は
 
独
り
居
り
と
も
 
大
君
し
 
よ
し
と
聞
さ
ば
 
独

 
 
り
居
り
と
も

と
あ
る
。
＝
本
菅
」
と
は
、
群
生
す
る
菅
が
一
本
だ
け
で
生
え
て
い
る
状
態

か
ら
、
子
を
持
た
な
い
女
性
を
表
わ
し
て
い
る
。
同
様
な
表
現
に
4
の
歌
の
、

 
や
ま
と
 
 
 
 
ひ
と
も
と
す
す
き

「
山
鴬
の
 
一
本
薄
」
が
あ
る
が
、
「
八
田
」
の
地
名
か
ら
の
続
き
で
八
田
若

郎
女
へ
行
く
の
が
よ
り
直
接
的
で
、
強
い
恋
の
思
い
が
素
直
に
伝
わ
っ
て
来
る
。

作
者
が
仁
徳
天
皇
で
あ
る
と
す
る
物
語
か
ら
離
れ
て
見
れ
ば
、
『
古
代
歌
謡
全

注
釈
古
事
記
編
』
が
、
色
々
な
誘
い
歌
・
の
例
を
挙
げ
て
、

 
 
 
以
上
の
こ
と
を
頭
に
置
い
て
見
る
な
ら
ば
「
八
田
の
一
本
菅
」
の
歌
が
、

 
 
歌
垣
に
お
け
る
誘
い
歌
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
せ
っ
か
く
美

 
 
し
い
女
だ
の
に
、
い
つ
ま
で
も
独
り
身
で
、
子
も
持
た
ず
、
娘
盛
り
を
過

 
 
ご
し
て
し
ま
う
と
は
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
、
と
い
う
の
で
、
そ
れ
を

 
 
若
者
の
気
持
の
ほ
う
か
ら
歌
っ
た
の
が
、
東
歌
の
「
ま
屡
に
も
得
難
き
縷

 
 
を
置
き
や
枯
ら
さ
む
」
の
歌
で
あ
る
。

と
結
論
ず
け
て
い
る
の
が
、
八
田
若
郎
女
の
答
え
歌
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
一

番
説
得
力
の
あ
る
説
で
あ
る
。
な
お
「
菅
原
」
の
「
原
」
は
軽
く
添
え
た
も
の

で
、
「
清
し
女
」
と
続
け
る
為
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
 
す
す
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑳
 
薄
4
（
比
登
山
登
須
須
玉
）

 
薄
は
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
に
「
〔
薦
・
荻
〕
（
名
）
す
す
き
。
ほ
も

の
科
の
大
型
多
年
生
草
本
。
そ
の
形
状
か
ら
、
ハ
タ
ス
ス
キ
・
ハ
ナ
ス
ス
キ
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
し
 
 
お
ぎ

ど
の
称
も
あ
る
。
秋
の
七
草
の
一
。
葦
・
荻
な
ど
を
総
括
し
て
い
う
こ
と
も
あ

る
。
カ
ヤ
・
マ
ク
サ
・
ミ
ク
サ
・
ヲ
バ
ナ
と
も
。
」
と
い
う
よ
う
に
ま
た
、
『
万

葉
集
』
を
見
て
も
、
ス
ス
キ
．
ヲ
バ
ナ
・
カ
ヤ
の
名
で
四
十
六
首
の
歌
（
『
植

物
新
考
』
に
よ
る
）
が
あ
る
よ
う
に
、
古
代
か
ら
人
々
の
身
近
に
あ
り
、
よ
く

歌
わ
れ
た
植
物
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
広
く
分
布
し
て
い
る
し
、
屋
根
を
旧

く
材
料
と
為
っ
た
か
ら
、
又
そ
の
花
穂
が
動
物
の
尻
尾
に
似
て
い
る
こ
と
う
か

ら
尾
花
と
呼
ば
れ
、
形
の
面
白
さ
が
賞
で
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ
き
さ
き
す
 
せ
 
り
 
ひ
 
め

 
4
の
歌
は
、
八
千
藤
高
（
大
国
主
神
）
が
、
嫉
妬
深
い
嫡
后
塗
下
理
毘
売

に
閉
口
し
て
、
出
雲
か
ら
大
和
へ
行
こ
う
と
し
て
馬
に
乗
る
時
歌
っ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
中
で
、
夫
に
去
ら
れ
て
涙
に
眩
れ
る
妻
の
様
子
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
ら
と
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い

 
 
…
い
と
こ
や
の
 
妹
の
命
群
鳥
の
 
我
が
群
れ
往
な
ば
 
引
け
鳥
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
と

 
 
我
が
引
け
往
な
ば
 
泣
か
じ
と
は
 
汝
は
云
ふ
と
も
 
山
留
の
 
一
本
薄

 
 
う
な
か
ぶ
し

 
 
項
傾
 
汝
が
泣
か
さ
ま
く
 
朝
雨
の
 
霧
に
立
た
む
ぞ
 
若
草
の
 
妻

 
 
 
 
 
 
 
 
サ
ぴ
ロ
と

 
 
の
命
事
の
語
り
言
も
 
こ
を
ば

（8）



と
歌
い
掛
け
た
の
で
あ
る
が
、
記
紀
歌
謡
の
中
で
最
も
適
確
で
美
し
い
描
写
で

は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
の
が
「
山
虚
の
 
一
本
薄
 
三
三
し
 
汝
が
泣
か
さ

ま
く
 
朝
雨
の
 
霧
に
立
た
む
ぞ
」
の
部
分
で
あ
る
。
夫
に
去
ら
れ
た
妻
の
傭

い
て
泣
く
姿
が
、
重
い
花
穂
で
頭
を
垂
れ
た
一
本
の
薄
で
喩
え
ら
れ
て
い
る
の

は
、
単
な
る
比
喩
の
域
を
越
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
『
枕
草
子
』
に
も
「
草

の
花
は
」
の
段
で

 
 
 
こ
れ
に
薄
を
入
れ
ぬ
、
い
み
じ
う
あ
や
し
と
亡
い
ふ
め
り
。
秋
の
野
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
ほ
う

 
 
お
し
な
べ
た
る
を
か
し
さ
は
薄
こ
そ
あ
れ
。
穂
さ
き
の
蘇
彷
に
い
と
濃
き

 
 
が
、
朝
霧
に
ぬ
れ
て
う
ち
な
び
き
た
る
は
、
さ
ば
か
り
の
物
や
は
あ
る
。

 
 
…
冬
の
末
ま
で
、
か
し
ら
の
い
と
し
ろ
く
お
ほ
ど
れ
た
る
も
知
ら
ず
、
む

 
 
か
し
思
い
出
前
に
、
風
に
な
び
き
て
か
ひ
ろ
ぎ
立
て
る
。
人
に
こ
そ
い
み

 
 
じ
う
似
た
れ
。
よ
そ
ふ
る
心
あ
り
て
、
そ
れ
を
し
も
こ
そ
、
あ
は
れ
と
思

 
 
ふ
ぺ
け
れ
。

と
、
朝
霧
に
ぬ
れ
な
び
く
薄
、
訳
し
を
思
い
出
す
風
情
の
薄
、
人
に
た
と
え
ら

れ
る
薄
、
と
八
千
矛
神
の
歌
と
同
じ
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
も
、
人
々
の
薄

に
対
す
る
観
察
が
行
き
届
い
て
い
た
証
拠
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈱
 
芹
百
二
六
（
制
利
能
母
騰
）

 
沼
沢
や
溝
な
ど
に
茂
る
芹
は
、
今
日
で
も
春
の
七
草
と
し
て
そ
の
佳
香
が
喜

こ
ば
れ
食
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
古
代
で
も
『
出
雲
風
土
記
』
意
宇
郡
「
津
間

 
 
 
 
め
ぐ
り
 
 
さ
と
 
 
あ
し
 
 
 
 
た
か
べ
 
 
 
 
 
 
せ
 
り

抜
の
池
 
周
二
里
珊
歩
な
り
髭
・
鴨
・
芹
菜
あ
り
」
や
『
万
葉
集
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

蜥
 
あ
か
ね
さ
す
昼
は
田
賜
び
て
ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
い
と
ま
に
摘
め
る
面
こ
れ

媚
 
ま
す
ら
を
と
思
へ
る
も
の
を
大
刀
早
き
て
か
に
は
の
田
居
に
芹
ぞ
摘
み
け

 
る

に
「
摘
め
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
食
用
と
さ
れ
た
こ
と
が
分
る
。
百
二
六

記
紀
歌
謡
に
歌
わ
れ
た
も
の
（
二
）
 
-
植
物
を
中
心
に
i
（
中
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
ざ
う
た

の
歌
は
、
天
智
十
年
十
二
月
、
天
皇
崩
御
の
時
の
童
謡
の
三
首
の
中
の
一
首
で

あ
る
。

 
 
 
え
し
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ま
へ
 
 
 
え
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 
ぎ

 
 
み
吉
野
の
 
吉
野
の
鮎
 
鮎
こ
そ
は
 
島
傍
も
良
き
 
え
苦
し
ゑ
 
水
子

 
 
の
下
芹
の
下
 
吾
は
え
苦
し
ゑ
 
 
其
の
一

恐
ら
く
、
一
年
後
に
起
こ
る
壬
申
の
乱
に
関
す
る
童
謡
と
す
る
諸
注
釈
の
説
が

当
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
中
で
も
名
著
『
吉
野
の
鮎
』
高
木
市
之
助
が
「
吉

野
に
慮
れ
入
り
給
う
た
御
心
境
に
対
す
る
、
時
人
の
同
情
」
と
解
し
、
『
古
代

歌
謡
全
注
釈
日
本
書
紀
編
』
は

 
 
 
し
た
が
っ
て
こ
の
歌
は
当
時
の
民
衆
が
大
海
人
皇
子
に
同
情
を
寄
せ
て

 
 
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
『
書
紀
』
の
述
作
者
が
、
こ
の
歌
に
よ
っ

 
 
て
当
時
の
民
衆
が
大
海
人
皇
子
に
同
情
を
寄
せ
て
い
た
よ
う
に
書
い
て
い

 
 
る
に
す
ぎ
な
い
。

と
説
く
。
作
者
観
の
違
い
は
あ
る
が
、
吉
野
入
り
を
し
た
大
海
人
皇
子
に
対
す

る
同
情
の
歌
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
鮎
が
清
流
を
泳
ぎ
ま
わ
る
自
由

さ
と
、
泥
だ
ら
け
で
、
水
葱
や
芹
の
根
も
と
に
逼
塞
す
る
私
と
が
対
称
的
に
歌

わ
れ
て
い
る
が
、
「
ナ
ギ
」
と
「
セ
リ
」
が
何
故
歌
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
『
記
紀
歌
謡
評
釈
』
山
路
平
四
郎
が
、

 
 
 
あ
る
い
は
、
「
重
窓
の
も
と
 
芹
の
も
と
」
に
は
、
和
（
ナ
ギ
）
競
（
セ

 
 
リ
）
の
両
論
の
渦
中
に
あ
っ
た
大
海
人
皇
子
の
立
場
を
課
愛
し
た
も
の
と

 
 
す
る
考
え
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

と
新
説
を
出
し
て
い
る
。
セ
リ
の
名
の
由
来
と
し
て
『
古
今
要
覧
稿
』
が

 
 
 
セ
リ
は
俗
に
セ
リ
ア
フ
 
セ
リ
ダ
ス
 
セ
リ
ア
グ
ル
 
な
ど
の
同
じ
意

 
 
に
て
此
草
む
ら
が
り
お
ひ
出
て
つ
め
ど
も
、
跡
よ
り
き
ほ
ひ
お
ふ
る
物
な

 
 
る
に
よ
り
て
名
づ
く

（9）



と
す
る
の
と
合
せ
る
と
（
『
古
今
要
覧
稿
』
の
例
は
新
し
く
、
書
物
自
体
も
近

世
末
期
成
立
で
は
あ
る
が
）
「
競
り
説
」
も
興
味
深
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
水

葱
や
芹
の
も
と
を
這
い
廻
る
苦
し
さ
は
、
芹
の
持
つ
爽
や
か
な
香
気
を
思
う
時

一
層
鮮
や
か
に
思
い
出
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
 
そ
 
ば
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈲
 
狐
稜
9
（
多
知
曽
婆
能
）
七
（
多
智
曽
歴
能
）

懲
は
、
『
和
名
抄
』
に
屠
韻
云
楓
稜
額
縫
編
木
五
型
四
方
木
也
し
と

あ
る
。
然
し
、
楓
と
稜
が
、
『
古
事
記
伝
』
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ど

 
 
 
字
書
を
考
ふ
る
に
、
孤
稜
は
木
ノ
名
に
非
す
。
木
の
楊
な
り
。
然
る
に

 
 
 
 
 
 
ソ
バ
 
 
 
ア
テ
 
 
 
 
 

カ
ド
 
ソ
バ

 
 
此
ノ
字
を
曽
婆
の
木
に
当
た
る
は
、
物
の
稜
角
を
曽
婆
と
い
ふ
か
ら
、
思

 
 
 
マ
ガ

 
 
ひ
混
へ
た
る
誤
り
な
り
。

と
云
う
よ
う
に
、
四
角
や
八
角
の
角
材
を
表
わ
す
文
字
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
シ
カ

色
々
な
説
が
あ
っ
て
、
定
説
は
無
い
。
『
古
事
記
伝
』
は
「
未
ダ
髄
に
考
へ
得

ず
」
と
言
い
な
が
ら
、
「
か
な
め
」
の
名
を
挙
げ
、
『
稜
威
遠
別
』
は
「
錦
木
」

説
を
、
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
日
本
書
紀
編
』
、
『
古
事
記
全
註
釈
』
倉
野
憲
司
は
と
も

に
、
『
日
本
人
と
植
物
』
前
川
文
夫
の
説
を
受
け
入
れ
て
「
ブ
ナ
ノ
キ
（
ソ
バ

グ
リ
）
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
『
日
本
人
と
植
物
』
「
ソ
バ
と
い
う
名
の
系
譜
」

に
よ
れ
ば

 
 
 
タ
チ
ソ
バ
す
な
わ
ち
ブ
ナ
は
果
実
は
た
べ
ら
れ
る
。
し
か
し
小
さ
い
上

 
 
に
痩
せ
た
三
角
錐
状
で
、
内
部
の
肉
は
薄
く
（
こ
れ
は
胚
乳
で
は
な
く
て

 
 
子
葉
で
あ
る
。
そ
の
点
は
ク
リ
と
同
じ
で
あ
る
）
、
い
わ
ば
い
か
に
も
貧

 
 
し
い
堅
果
で
あ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ち
さ
か
き

と
あ
っ
て
成
程
9
・
七
の
歌
に
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。
前
歯
の
袷
の
所
で
述

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
 
う
 
か
 
し

べ
た
よ
う
に
9
・
七
の
歌
は
類
同
歌
で
、
神
武
天
皇
が
宇
陀
の
地
で
兄
宇
迦
斯

を
討
ち
取
っ
た
後
の
戦
勝
の
宴
の
歌
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
た
か
き
 
 
 
 
し
ぎ
な
わ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
や

 
 
宇
陀
の
 
高
城
に
 
鴨
羅
張
る
 
我
が
待
つ
や
 
鴨
は
障
ら
ず
 
い
す
く

 
 
 
 
 
く
ぢ
ら
 
 
 
 
 
 
 
こ
な
み
 
 
 
な
 
こ
 
 
 
 
 
 
 
た
ち
そ
 
ば

 
 
は
し
 
鯨
障
る
 
前
妻
が
肴
乞
は
さ
ば
立
隠
魚
の
 
実
の
無
げ
く
を

 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
は
な
り
 
 
な

 
 
扱
き
し
ひ
ゑ
ね
 
後
妻
が
肴
乞
は
さ
ば
 
拾
 
実
の
多
け
く
を
 
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
な
み

と
喜
び
に
満
ち
た
調
子
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
「
前
妻
が
 
肴
乞
は
さ
ば
 
立
台

稜
の
 
実
の
無
げ
く
を
」
に
対
し
て
「
後
妻
が
 
肴
乞
は
さ
ば
 
袷
実
の
聞

け
く
を
」
と
は
何
と
大
ら
か
で
露
骨
な
物
言
い
で
あ
ろ
う
か
。
袷
と
同
じ
よ
う

に
、
「
立
楓
稜
の
」
は
「
実
の
無
げ
く
を
」
の
枕
詞
的
序
詞
で
あ
る
が
、
植
物

の
実
の
多
少
に
注
目
し
て
、
「
無
い
も
の
を
や
れ
」
と
言
う
の
は
（
殆
ん
ど
実

の
無
い
の
が
実
情
で
あ
っ
た
に
せ
よ
）
比
喩
的
発
想
か
ら
一
歩
抜
け
出
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
し
、
そ
れ
だ
け
に
戦
勝
に
酔
う
兵
士
の
笑
い
を
誘
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

 
 
た
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑯
 
拷
3
5
（
多
久
豆
怒
能
）
5
（
多
久
夫
須
麻
）

 
た
く

 
拷
に
つ
い
て
は
『
植
物
新
考
』
が

 
 
 
さ
て
こ
の
タ
ク
、
タ
へ
、
ユ
フ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
コ
ウ
ゾ
の
繊
維
あ

 
 
る
い
は
こ
の
繊
維
で
つ
く
っ
た
布
を
指
し
、
直
接
そ
の
植
物
を
指
し
て
い

 
 
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
語
源
も
、
タ
ク
は
、
皮
を
た
た
い
て
繊
維
を
と

 
 
る
タ
タ
ク
か
ら
起
り
、
タ
へ
も
こ
の
皮
を
は
ぎ
と
っ
て
用
と
す
る
タ
ク
ル

 
 
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
紀
州
か
ら
四
国
に
か
け
て
は
今
も
綜
を
と
る
の

 
 
を
、
「
綜
を
タ
ヘ
ロ
」
と
い
ふ
。
ま
た
、
ユ
ウ
は
そ
の
織
り
な
し
た
布
の

 
 
名
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
ニ
う
そ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
く
つ
の
 
 
た
く

と
言
う
よ
う
に
、
楮
の
樹
皮
か
ら
作
っ
た
も
の
な
の
に
、
タ
ク
…
拷
綱
・
拷

な
は
 
 
た
く
ぶ
す
ま
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 
ふ
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
ふ
だ
す
き
 
 
 
 
ゆ
ふ
は
な
 
 
 
 
 
 
あ
ら
た
へ
 
 
に
き
た
へ

縄
・
業
平
、
ユ
フ
…
木
綿
し
で
・
木
綿
裸
・
木
綿
花
、
タ
へ
…
荒
拷
・
和
楮
・

し
ろ
た
へ

白
墨
な
ど
、
同
じ
材
料
を
使
っ
て
も
そ
の
用
途
、
製
品
に
よ
っ
て
言
い
換
え
た

と
思
わ
れ
る
語
が
多
く
、
『
万
葉
集
』
に
も
「
た
く
 
と
み
え
る
歌
十
一
首
、

（10）



た
へ
 
と
み
え
る
歌
百
五
首
、
ゆ
ふ
 
と
み
え
る
歌
二
十
六
首
。
」
（
『
植
物
新

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
く
つ
の

考
』
）
と
多
数
の
歌
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
3
・
5
の
「
拷
綱
の
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
く
つ
の
の
 
 
 
し
ら
ぎ
 
 
 
 
 
 
 
た
 
く
 
つ
 
の
 
の
 
 
 
し
 
ら

の
用
例
は
『
万
葉
集
』
に
娚
「
…
圭
角
乃
 
新
羅
」
梛
「
多
久
頭
怒
能
 
之
良

ひ
 
げ
 
の
 
う
 
へ
 
ゆ

比
気
乃
宇
倍
由
」
と
あ
り
、
枕
詞
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、
楮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ら
き

の
繊
維
で
作
っ
た
綱
が
白
い
と
こ
ろ
が
ら
、
腕
・
白
塗
、
さ
ら
に
は
新
羅
の
シ

ラ
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
ぬ
な
か
は
ひ
 
め

 
3
の
歌
は
、
沼
河
比
売
が
八
千
矛
神
（
大
国
主
神
）
の
求
婚
の
歌
に
答
え
た

も
の
で
、
比
喩
を
多
用
し
、
情
緒
纏
綿
た
る
女
歌
で
、

 
 
 
 
 
 
 
え
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
だ
む
き

 
 
…
朝
日
の
 
笑
み
栄
え
来
て
．
良
媒
の
 
白
き
腕
 
沫
雪
の
 
若
や
る

 
 
 
 
 
そ
だ
た
 
 
た
だ
 
ま
な
 
 
 
ま
た
ま
で
 
 
 
 
 
ま

 
 
胸
を
 
素
手
抱
き
 
手
抱
き
抜
が
り
 
真
玉
手
 
玉
手
さ
し
枕
き
…

と
最
も
官
能
的
な
部
分
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
、
「
拷
綱
の
 
白
き
腕
」
で
あ
る
。

こ
の
歌
の
場
合
、
そ
の
白
い
腕
は
、
八
千
矛
神
の
も
の
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
テ

が
、
（
『
稜
威
言
別
』
に
「
男
神
の
御
手
を
指
る
な
り
」
と
あ
る
。
）
「
沫
雪
の

若
や
る
胸
」
と
と
も
に
沼
河
比
売
自
身
の
描
写
と
す
る
の
が
穏
当
に
思
わ
れ
る
。

5
の
歌
は
、
先
に
薄
の
所
で
挙
げ
た
、
4
の
八
千
卵
丘
の
歌
に
対
し
て
、
須
勢

理
毘
売
が
酒
杯
を
差
し
出
し
な
が
ら
引
き
停
め
よ
う
と
歌
っ
た
歌
で
、
「
榜
裳
・

拷
綱
」
が

 
 
 
 
 
 
 
 
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
 
 
 
 
 
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き

 
 
…
吾
は
も
よ
 
女
に
し
あ
れ
ば
 
汝
を
置
て
 
男
は
無
し
 
汝
を
置
て

 
 
つ
ま
 
 
 
 
 
 
あ
や
か
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
た
 
 
 
む
し
ぶ
す
ま
 
 
に
ニ

 
 
夫
は
無
し
文
垣
の
 
ふ
は
や
が
下
に
翼
裳
 
柔
や
が
下
に
拷
裳

 
 
さ
や
ぐ
が
下
に
 
沫
雪
の
 
若
や
る
胸
を
 
拷
綱
の
 
白
き
腕
 
素
手
抱

 
 
き
 
手
抱
き
抜
が
り
…

と
出
て
い
る
。
「
拷
裳
」
は
「
拷
で
作
っ
た
夜
具
」
で
、
た
し
か
に
「
さ
や
さ

や
と
音
の
す
る
下
で
」
へ
と
連
な
る
の
で
あ
る
が
、
『
万
葉
集
』
で
は
、
そ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ら
や
ま
 
 
 
し
ら
き

色
の
白
い
と
こ
ろ
が
ら
「
拷
綱
の
」
と
同
様
「
白
山
」
「
新
羅
」
へ
と
か
か
る

記
紀
歌
謡
に
歌
わ
れ
た
も
の
（
二
）
 
1
植
物
を
中
心
に
一
（
中
）

枕
詞
と
さ
れ
て
い
る
。
直
前
の
「
猿
裳
 
柔
や
が
下
に
」
は
、
「
絹
の
夜
具
の

柔
ら
か
な
下
で
」
の
意
味
と
思
わ
れ
る
（
『
稜
威
品
別
』
の
「
表
装
夫
須
麻
」

 
ム
シ
ブ
ス
マ
 
 
 
 
 
マ
ユ
ノ

は
虫
被
に
て
、
璽
絹
の
裳
を
云
な
る
べ
し
。
」
に
従
っ
た
）
し
、
勿
論
『
万

葉
集
』
の

 
 
む
し
ぶ
す
ま

謝
 
蒸
裳
な
ご
や
が
下
に
臥
し
た
れ
ど
妹
と
し
寝
ね
ば
話
し
寒
し
も

を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
暖
か
な
上
等
の
夜
具
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
音
の
さ
や
さ
や
と
す
る
点
を
対
照
的
に
あ
げ
た
の

が
「
拷
裳
 
さ
や
ぐ
が
下
に
」
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
「
さ
や
さ
や
」
の
音
が
「
さ

や
か
」
や
「
さ
や
け
し
」
の
意
の
「
清
ら
か
な
、
す
が
す
が
し
い
」
音
と
し
て

意
識
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
歌
の
「
過
去
の
'
白
き
腕
」
は
3
の
歌

と
位
置
が
違
う
の
で
、
「
あ
な
た
の
（
八
千
矛
神
）
の
白
い
腕
で
」
と
解
さ
れ

る
（
『
稜
威
言
別
』
は
「
汝
ヵ
命
の
白
き
御
手
し
て
」
と
解
し
て
い
る
）
が
、

『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
の

 
 
 
沼
河
比
売
の
歌
と
同
様
、
「
拷
綱
の
 
白
き
腕
」
も
含
め
て
、
「
そ
擁
き

 
 
擁
き
抜
が
り
」
の
目
的
語
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

に
従
い
、
女
性
の
白
い
腕
と
解
し
た
い
。
前
駆
で
述
べ
た
よ
う
に
、
6
1
五
八
の

歌
で
は
、
大
根
の
白
さ
が
、
女
性
の
「
白
腕
」
へ
連
っ
て
い
た
が
、
「
白
さ
」

は
や
は
り
女
性
に
お
い
て
尊
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
つ
づ
く
）

（11）


